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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第58期
第１四半期
連結累計期間

第59期
第１四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 21,005,092 22,676,463 92,420,931

経常利益 (千円) 243,448 169,943 1,346,405

四半期(当期)純利益 (千円) 222,118 127,525 570,027

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 225,919 74,809 595,567

純資産額 (千円) 16,947,378 17,152,675 17,317,026

総資産額 (千円) 37,446,259 42,636,408 44,020,291

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 9.29 5.33 23.83

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.3 40.2 39.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 160,489 490,701 1,935,621

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △223,803 △55,771 △493,321

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △159,583 54,128 △1,580,495

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 612,943 1,201,877 719,759

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。　

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間における、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容の重要な変更は以下のとおりであります。

〔主要仕入先〕

　　当社は前連結会計年度の平成24年1月より、ルネサスエレクトロニクス株式会社から購入して　　

　　おりました商品の一部を、ルネサスエレクトロニクス販売株式会社から購入し、当第１四半期連

　　結累計期間の平成24年4月からはルネサスエレクトロニクス製品のほぼ全てを、ルネサスエレク

　　トロニクス販売株式会社から購入しております。

　　また、主要な関係会社についての異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、変更があった経営上の重要な契約は次のとおりであります。

　

会社名 仕入先 契約年月日 主要取扱商品 契約内容
 

当社
ユークエスト株式会社
(※１)

平成19年３月30日
組込用ミドルウェアの「Matrix 
Quest シリーズ」

代理店契約

 

（※１）平成24年６月８日付にて東電ユークエスト株式会社からユークエスト株式会社に商号変更を行っております。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況 

当第1四半期連結累計期間における世界経済は、一部に持ち直しの動きが見られるものの、回復のペース

は鈍化しております。米国では景気回復の動きが続いているものの勢いは鈍化し、欧州では財政金融危機の

影響で景気の停滞色が広がっており、中国では昨年までの金融引き締めの影響により減速の動きが続いて

いる状況であります。

日本経済は、輸出に持ち直しの動きが見られることに加えて、堅調な内需を背景に景気は緩やかに持ち直

している模様であります。　

半導体市場においては、2012年5月の世界半導体売上高は、前年同月比3.4%減、前月比1.4%増となり、前月

比では3ヵ月連続のプラスとなり増加傾向ではありますが、前年同月比では2011年７月から11ヵ月連続で前

年実績を下回りました。

このような環境の下、当第1四半期連結累計期間は、品目別売上高では集積回路はマイコン及びメモリー

が主に産業分野で減少し、前年同期比432百万円減（3.2%減）の13,152百万円、半導体素子はトランジスタ

及びパワーデバイスが自動車・民生分野などを中心に増加し、同309百万円増（10.3%増）の3,325百万円、

表示デバイスは昨年の東日本大震災の影響による前年同期の停滞からの民生分野の大幅な増加と、ア

ミューズメント分野の増加により、同1,390百万円増(50.3%増)の4,156百万円、その他では光製品が民生分

野で、電子部品が自動車分野で増加し、同403百万円増(24.7%増)の2,042百万円となりました。その結果、売

上高は同1,671百万円増（8.0%増）の22,676百万円となりました。

損益面におきましては、営業利益は売上総利益の増加等により前年同期比143百万円増（88.2%増）の306

百万円、経常利益は営業外収益の負ののれん償却額の計上が平成24年3月期で終了したこと等により、同73

百万円減（30.2%減）の169百万円、四半期純利益は同94百万円減(42.6%減)の127百万円となりました。

なお、平成21年4月1日付での合併に伴い「負ののれん」が発生し、前年同期の平成24年3月期 第１四半期

連結累計期間では、営業外収益に負ののれん償却額176百万円を計上しておりました。

　(注) 当社グループは、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであります。

　

連結業績の推移 　 　 　 （単位：百万円)

　 平成23年３月期 平成24年３月期
平成25年
３月期

　 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期 第１四半期
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売上高 22,27423,12021,04522,13121,00523,77724,16423,47422,676

営業利益 292 219 152 71 162 174 309 317 306

経常利益 465 393 307 258 243 200 397 504 169

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較し以下のとおりとなりました。

　

（資産）

資産は、前連結会計年度末に比べて1,383百万円減少し42,636百万円となりました。これは、主として現

金及び預金が482百万円増加したものの、受取手形及び売掛金が906百万円減少し、商品及び製品が852百

万円減少したことによります。

　

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べて1,219百万円減少し25,483百万円となりました。これは、主として短

期借入金が301百万円増加したものの、買掛金が1,462百万円減少したことによります。

　

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて164百万円減少し17,152百万円となりました。これは、主として利

益剰余金が111百万円減少し、その他有価証券評価差額金が48百万円減少したことによります。これによ

り自己資本比率は40.2%となり、時価ベースの自己資本比率は14.6%となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年

度末に比べ482百万円増加し、1,201百万円となりました。

　

当第１四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、490百万円(前年同期160百万円の増

加)となりました。支出の主な内訳は、仕入債務の減少1,449百万円であり、収入の主な内訳は、税金等調整

前四半期純利益169百万円、売上債権の減少896百万円、たな卸資産の減少823百万円であります。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、55百万円(前年同期223百万円の減

少)となりました。支出の主な内訳は、無形固定資産の取得による支出40百万円であります。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結累計期間における投資活動による資金の増加は、54百万円(前年同期159百万円の減

少)となりました。支出の主な内訳は、配当金の支払額219百万円であり、収入の主な内訳は、短期借入金の

増加300百万円であります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に前事業年

度の有価証券報告書に記載した「対処すべき課題」についての重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

　
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,929,20023,929,200
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 23,929,20023,929,200― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月30日 ― 23,929,200 ― 3,433,100 ― 3,652,920

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

13,100
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

23,906,800
239,068 ―

単元未満株式
普通株式

9,300
― ―

発行済株式総数 23,929,200― ―

総株主の議決権 ― 239,068 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数100個が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が75株含まれております。

　
② 【自己株式等】

平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱ルネサスイーストン

東京都千代田区神田司町
二丁目１番地

13,100― 13,100 0.05

計 ― 13,100― 13,100 0.05

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 679,523 1,161,635

受取手形及び売掛金 ※
 27,029,671

※
 26,122,875

有価証券 40,235 40,242

商品及び製品 11,534,257 10,682,092

仕掛品 1,559 27,403

繰延税金資産 465,848 451,431

その他 321,704 290,913

貸倒引当金 △2,000 △2,000

流動資産合計 40,070,799 38,774,592

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 999,090 998,985

減価償却累計額 △620,776 △628,238

建物及び構築物（純額） 378,313 370,746

工具、器具及び備品 183,120 181,643

減価償却累計額 △146,010 △144,876

工具、器具及び備品（純額） 37,109 36,766

土地 1,266,809 1,266,809

リース資産 41,208 41,208

減価償却累計額 △16,373 △18,633

リース資産（純額） 24,835 22,575

有形固定資産合計 1,707,068 1,696,898

無形固定資産

ソフトウエア 795,787 757,337

電話加入権 11,701 11,701

無形固定資産合計 807,489 769,038

投資その他の資産

投資有価証券 668,083 600,207

敷金及び保証金 511,337 511,333

繰延税金資産 104,961 126,626

その他 186,692 193,851

貸倒引当金 △36,140 △36,140

投資その他の資産合計 1,434,934 1,395,878

固定資産合計 3,949,492 3,861,815

資産合計 44,020,291 42,636,408
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 17,447,583 15,985,212

短期借入金 4,213,375 4,514,435

1年内返済予定の長期借入金 50,010 25,011

未払法人税等 78,151 57,340

賞与引当金 － 183,187

繰延税金負債 942 898

その他 1,379,961 1,190,544

流動負債合計 23,170,024 21,956,628

固定負債

長期借入金 3,000,000 3,000,000

長期預り保証金 213,455 208,455

退職給付引当金 210,799 212,024

役員退職慰労引当金 92,414 92,414

その他 16,571 14,210

固定負債合計 3,533,240 3,527,104

負債合計 26,703,265 25,483,732

純資産の部

株主資本

資本金 3,433,100 3,433,100

資本剰余金 5,001,443 5,001,443

利益剰余金 9,066,267 8,954,633

自己株式 △3,253 △3,253

株主資本合計 17,497,558 17,385,924

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 49,249 729

為替換算調整勘定 △229,781 △233,977

その他の包括利益累計額合計 △180,531 △233,248

純資産合計 17,317,026 17,152,675

負債純資産合計 44,020,291 42,636,408
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 21,005,092 22,676,463

売上原価 19,351,575 20,798,855

売上総利益 1,653,517 1,877,607

販売費及び一般管理費 1,490,661 1,571,116

営業利益 162,856 306,490

営業外収益

受取利息 73 171

受取配当金 9,417 6,750

負ののれん償却額 176,257 －

受取補償金 54,502 54,541

その他 31,348 34,647

営業外収益合計 271,599 96,111

営業外費用

支払利息 20,025 17,577

支払補償費 111,136 157,553

為替差損 52,097 43,220

その他 7,747 14,307

営業外費用合計 191,006 232,658

経常利益 243,448 169,943

特別損失

貸倒引当金繰入額 300 －

固定資産除却損 72 60

特別損失合計 372 60

税金等調整前四半期純利益 243,076 169,883

法人税、住民税及び事業税 18,907 30,798

法人税等調整額 2,049 11,558

法人税等合計 20,957 42,357

少数株主損益調整前四半期純利益 222,118 127,525

四半期純利益 222,118 127,525

少数株主損益調整前四半期純利益 222,118 127,525

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 8,444 △48,520

為替換算調整勘定 △4,643 △4,195

その他の包括利益合計 3,800 △52,716

四半期包括利益 225,919 74,809

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 225,919 74,809
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 243,076 169,883

減価償却費 31,436 63,991

有形固定資産除却損 72 60

負ののれん償却額 △176,257 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,700 －

賞与引当金の増減額（△は減少） △175,606 △176,691

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,012 1,225

支払利息 20,025 17,577

受取利息及び受取配当金 △9,490 △6,921

売上債権の増減額（△は増加） 2,784,390 896,502

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,000,247 823,646

その他の流動資産の増減額（△は増加） 122,752 29,179

仕入債務の増減額（△は減少） △3,951,040 △1,449,515

その他の流動負債の増減額（△は減少） 276,744 180,247

その他 21,909 △8,723

小計 189,571 540,461

利息及び配当金の受取額 9,490 6,921

利息の支払額 △20,208 △17,584

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △18,363 △39,097

営業活動によるキャッシュ・フロー 160,489 490,701

投資活動によるキャッシュ・フロー

従業員に対する長期貸付金の回収による収入 1,459 1,282

投資有価証券の取得による支出 △1,807 △1,869

有形固定資産の取得による支出 △21,359 △4,783

有形固定資産の売却による収入 969 55

無形固定資産の取得による支出 △202,330 △40,829

会員権の取得による支出 － △8,270

その他 △734 △1,356

投資活動によるキャッシュ・フロー △223,803 △55,771

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 31,657 300,624

長期借入金の返済による支出 △24,999 △24,999

リース債務の返済による支出 △1,924 △2,260

配当金の支払額 △164,103 △219,236

自己株式の取得による支出 △213 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △159,583 54,128

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14,462 △6,938

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △237,358 482,118

現金及び現金同等物の期首残高 850,301 719,759

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 612,943

※
 1,201,877
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 53,956千円 46,860千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

現金及び預金 572,725千円 1,161,635千円

有価証券(キャッシュ・リザーブ・ファン
ド)

40,217千円 40,242千円

現金及び現金同等物 612,943千円 1,201,877千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日
取締役会

普通株式 179,377 7.5平成23年３月31日 平成23年６月９日 利益剰余金

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１　配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月15日
取締役会

普通株式 239,160 10平成24年３月31日 平成24年６月７日 利益剰余金

　

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

当社及び連結子会社の事業は、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであるため、記載を省略

しております。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

当社及び連結子会社の事業は、「電子部品関連事業」のみの単一セグメントであるため、記載を省略

しております。

　

(金融商品関係)

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

　　１株当たり四半期純利益金額 9円29銭 5円33銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 222,118 127,525

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 222,118 127,525

    普通株式の期中平均株式数(株) 23,916,261 23,916,025

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　

平成24年５月15日開催の取締役会において、平成24年３月31日の株主名簿に記録された株主に対

し、次のとおり期末配当を行うことを決議いたしました。

①  配当金の総額                                   239,160千円

②  １株当たりの金額                                　 　 10円

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　 平成24年６月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年８月１０日

株式会社ルネサスイーストン

取締役会 御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    海野　隆善　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    佐々木　浩一郎　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    跡部　尚志　　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ルネサスイーストンの平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第１四半
期連結会計期間（平成２４年４月１日から平成２４年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成
２４年４月１日から平成２４年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照
表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ルネサスイーストン及び連結子会社
の平成２４年６月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及
びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら
れなかった。
　

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期 報

告書提出会社)が別途保管しております。

２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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